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令和２年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「地域と食と未来」 

取組の名称 
給食から未来を  

～子どもたちの未来が、健康で心豊かとなるよう願って～ 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

子どもたちの給食は「グリーンコープ生協おかやま」が取り扱う安全な食

材、「ワッカファーム」瀬戸内市邑久町が育てた自然栽培の野菜、瀬戸内の

魚を扱う寄島の魚屋さんの魚を使って、食材の旨みを引き出す重ね煮(野菜

を重ねて塩を振りほとんど水を足さずに煮る方法)で調理をしています。 

栄養のバランス、色合い、盛り付け、量にも気を配り、子どもたちに体に

優しいものを食べさせたい、自分の体を作る食、体が喜ぶ食に興味を持て

るように日々給食を作っています。 

より良い未来へ向かうには、乳幼児期の食について多くの方と考え、保育

園の給食のあり方を社会と共に模索していきたいと思います。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成

果や、解決した社会課題の

状況、また関連した地域へ

の効果や変化などを書い

てください。 

最初は、落ち着いて食べられなかった子どもも、野菜など作物を作ってく

れる人の存在や給食を調理員が心を込めて作っていることを知り、その姿

を身近に感じることで食への関心の気持ちが芽生えました。 

野菜が全く食べられなかった２歳児が、保育者、保護者、調理員が連携し、

量、大きさ、形を毎日工夫して作ると、１週間程で給食を残さず食べられ

るようになり、表情が明るくなって、言葉数も増えたという事例がありま

す。 

昨今、添加物や甘味料などあふれた環境におかれていますが、たくましく

育つ自然栽培の野菜や安全な食材を育て、提供してくれる方々のお蔭で、

子どもたちも食材の本来のおいしさを感じることができます。日々感じな

がら食べることで本物を選び取る力が養われ、それは未来を担う子どもた

ちへの大切な贈り物です。「子どもたちの未来が健康で心豊かなもの」と

なること、また「主体性を持った生き方ができる社会の人」となることを

信じています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 給食から未来を ～子どもたちの未来が、健康で心豊かとなるよう願って～ 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

私たちが保育園児、保育者に対し、地域の自然栽培の野菜や安心・安全な顔の見える産直の食材を

使って、薄味の給食を提供していることは、地域の特産品や旬の味に触れることができ、幼い頃か

ら野菜本来の自然の味を舌で覚えることにつながります。 

子どもたちが未来に渡り、健康で心豊かに過ごせる事につながると考えます。 

取組の目的・目

標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

昨今は、どこでもお弁当や調理品、冷凍食品、駄菓子など購入する事ができます。時と場合に寄っ

ては必要な事もありますが、幼い子どもの体を作る基礎となる食を考えたとき、やはり安心・安全

な物を口に入れたいと思う。体に優しい食事を提供し子ども達の一生を左右するであろう食につい

ての意識を高めて、子どもたちにとって豊かな未来となってほしいと願います。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

対象地域：岡山市 

対象者：くんぺるこどものへや保育園 

対象人数：保育園児20名、保育者10名 

対象者：くんぺるふぁみりえん保育園 

対象人数：保育園児9名、保育者5名 

２ 活動内容、実施方法など 

保育園での給食をグリーンコープ、ワッカファームなどの食材を使って作っています。 

午前のおやつ（煮大豆、食べるいりこ）・・・グリーンコープ 

昼食（米）・・・和気町産の無農薬米 

（肉）・・・グリーンコープ 

（魚）…寄島産の魚（移動販売） 

（野菜）・・・グリーンコープ、ワッカファーム 

（汁物)・・・グリーンコープの煮干し、昆布、かつお節で出汁をとる。 

午後のおやつ（おにぎり）海苔、昆布、ごま、梅、にんじん、きなこなど 

旬の野菜を使い、野菜本来のおいしさが味わえる薄味の味付け、野菜の旨みが増す重ね煮（野菜を重ねて、水を

ほとんど使わずに煮る方法）で調理を行う。 

栄養のバランス、量、色合い、盛り付け方を工夫し献立を作成しています。 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

（食品ロスの削減） 

・子ども一人ひとりが、食べられる量を把握し、適量を提供し、完食の喜びに結び付ける。 

・食材が余った場合は、おやつ（おにぎり）の具材に使うなど、廃棄とならないようにする。 

・出汁を取った昆布、煮干し、かつお節は、細かく刻んで煮て、おにぎりの具材として活用する。 

 

（手作りの調味料） 

・肉、魚の下味には、手作りの塩こうじを使う。 

・園で、手作りした味噌を使い、味噌汁や調味料として使う。 

 

特徴：素材を活かした薄味の調理。 

素材の旨みを引き出す重ね煮での調理。 

体に優しい調味料を選んで使用している。 

 

ガラス張りの調理室は、保育園児と調理員との距離が近く、食への関心を持つきっかけとなり、作る人への感

謝の気持ちにつながる。 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

http://099okayama.hp.gogo.jp/pc/ 

 

 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

始期： 2018 年 10 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 



など 

 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

給食についての想いを保護者会の場やお便りなどで伝えることにより、各家庭にも食に対する深

い想い、真摯な姿を伝える。 

今後、こだわりの飲食店「野菜食堂こやま」の小山津希江先生に重ね煮のご指導を受け、想いを

深めた給食の提供につながるようにしたい。 

また、保護者や一般向けに重ね煮の料理教室を開催し、体に優しい食事を広めたいと考えていま

す。 

 

協働による 

効 果 

◎協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

グリーンコープやワッカファームが安心・安全な食材を取り扱ってくれることで、安全な物を口に

することができ、子ども達が将来に渡り、健康で心豊かな人生を送ることにつながる。 

園庭でワッカファームの種を使って、なす、トマト、キュウリ、オクラなどを育て、成長過程の観

察や水やりの加減、草抜き、収穫体験を通じ、大地の恵みが自分たちの体を作っているということ

を身をもって体験できる。 

働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の

関わりの深さも評

価の対象となりま

す。 

※足らない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 農業生産法人株式会社 ワッカファーム 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 ☑企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 季節の野菜の生産、販売 

団 体 名 グリーンコープ生協おかやま 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑その他（生協） 

役 割 安心・安全な野菜、肉、卵、油、乾物などの販売、平和、環境、福祉、子育て、その

他の支援活動 

団 体 名  

団体種別  

役 割  

団 体 名  

団体種別  

役 割  

団 体 名  

団体種別  

役 割  

団 体 名  

団体種別  

役 割  

団 体 名  

団体種別  

役 割  

団 体 名  

団体種別  
 


